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■ 平成23年10月期 第１四半期連結決算概要■ 平成23年10月期 第１四半期連結決算概要

179.6％３億1２百万円１億11百万円四半期純利益

前期比
平成２２年１０月期

第１四半期

平成２１年１０月期

第１四半期

△22.8％90百万円１億17百万円経常利益

176.3％5,687円86銭2,058円61銭
１株当たり
四半期純利益

△18.3％１億06百万円１億30百万円営業利益

9.9％30億48百万円27億74百万円売上高

•売上高については、スマートフォンの効果もあり、移動体通信店舗事業は順調に推移し、さら
に新規事業分が加わり、前期比で増収に転じております。

•営業利益については、スマートフォン市場拡大への対応として、先行で専門スタッフの人員増
強、研修費用等の発生及びソーシャルアプリ事業、医療・介護事業等の規事事業への人件費
を中心とした先行費用の発生、並びに資産除去債務会計基準の適用等により前期比で減益
となっております。

•平成23年10月期より、連結納税制度を採用しており、当第１四半期において連結納税対
象子会社の繰延税金資産237百万円を計上しております。
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■ 平成23年10月期 第１四半期連結業績■ 平成23年10月期 第１四半期連結業績

（百万円）連結業績

179.6％２００10.3％３１２4.0％１１１当期純利益

△35.2％△４０2.5％７５4.2％１１６税金等調整前当期純利益

ー△１４△0.5％△１５△0.0％△１特別損益

△22.8％△２６3.0％９０4.2％１１７経常利益

ー△２△0.5％△１６△0.5％△１３営業外損益

△18.3％△２３3.5％１０６4.7％１３０営業利益

8.2％２1.0％２８1.0％２６のれん償却額

996.8％２４0.9％２６0.1％２広告・販売促進費

18.0％９2.1％６３2.0％５４地代家賃

18.7％３４7.3％２２１6.7％１８６うち、給与手当等

25.7％９９16.0％４８７14.0％３８７販売費及び一般管理費

14.6％７５19.5％５９４18.7％５１８売上総利益

9.9％２７４100.0％３，０４８100.0％２，７７４売上高

増減率増減額対売上高金額対売上高金額

前期比
平成２３年１０月期

第１四半期

平成２２年１０月期

第１四半期
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■ 平成23年10月期 第１四半期連結業績■ 平成23年10月期 第１四半期連結業績

四半期推移

―――30.4H22.10

29.128.130.327.7H22.10

27.227.934.529.2H21.10

第４
四半期

第３
四半期

第２
四半期

第１
四半期

（億円）

【連結売上高】 【連結四半期純利益】

―――3.1H23.10

1.70.81.31.1H22.10

1.61.20.90.4H21.10

第４
四半期

第３
四半期

第２
四半期

第１
四半期

（億円）
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■ 平成23年10月期 第１四半期連結業績■ 平成23年10月期 第１四半期連結業績

財政状況 （百万円）

•総資産は、売掛金の増加、
借入金の返済に伴う現金及
び預金の減少があるも、繰延
税金資産の増加により増加。

•負債は、買掛金が増加した
ものの、借入金の総額255百
万円の返済により減少。

•純資産は、順調な利益の積
み上げにより、自己資本比率
が改善。

１，８０６１，８３５のれん

１，１９９１，１９９資本金

３５６７９１現金及び預金

４１．７％３７．３％自己資本比率

５，９３０５，８６４負債・純資産合計

２，３９８２，１１４純資産

４６０１７７利益剰余金

８２２８２２資本剰余金

３，５３２３，７５０負債合計

１，２５０１，３９１長期借入金等

１，３１１１，４５１固定負債

８２４９４０短期借入金等

２，２２１２，２９８流動負債

５，９３０５，８６４総資産

３，６０５３，４６２固定資産

２，３２５２，４０１流動資産

平成23年10月期

第１四半期末
平成22年10月期末
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■ セグメント別売上高・営業利益 （１）■ セグメント別売上高・営業利益 （１）

―８８―その他

9.9％３，０４８２，７７４連結売上高

△3.7％２５２６
不動産賃貸
事業

△39.6％８３１３７
テレマーケ
ティング事業

２，８５１

H23.10期

第１四半期

２，６０９

H22.10期

第１四半期

9.2％
移動体通信
店舗事業

対前年比

セグメント別売上高 セグメント別営業利益
（百万円） （百万円）

―△２１―その他

△18.3％１０６１３０
連結
営業利益

△10.2％２２２４
テレマーケ
ティング事業

△54.8％２５
不動産賃貸
事業

１３８

H23.10期

第１四半期

１３８

H22.10期

第１四半期

△0.2％
移動体通信
店舗事業

対前年比

※ 「その他」においては、医療・介護事業、ソーシャルアプリ事業及び通信回線サービス
契約受付事業等を行っております。
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■ セグメント別売上高・営業利益 （２）■ セグメント別売上高・営業利益 （２）

■ 移動体通信店舗事業
スマートフォン等の影響もあり新規販売台数・機種変更台数共に前期から
増加し、増収となっております。利益面につきましては、スマートフォン市場拡
大への対応として、専門スタッフの人員増強、研修費用等の先行投資を
行っており収益低下がありますが、第２四半期以降に効果が上がるものと
見込んでおります。

■ テレマーケティング事業
安定的な事業運営のための人員増強の影響もあり減収減益となっておりま
す。

■ 不動産賃貸事業
新規テナントの誘致に注力するも、減収減益となっております。

■ その他
医療・介護事業において、平成２３年３月より開始の訪問介護サービス及び
高齢者用賃貸住宅の準備を行い、ソーシャルアプリ事業においては、新アプ
リの開発を進めており、今後の収益に貢献予定であります。
なお、当初計画より第２四半期まではセグメント収益赤字の計画であり、通
期セグメント予想に変更はございません。
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■ 業績予想の修正■ 業績予想の修正

(B/C-1)

(C)

(B/A-1)

(B-A)

(B)

(A)

76.7％77.8％0.3％0.2％8.9％前年同期比

4,489.71２４５２３５２６６５，８１１
（ご参考）

前第２四半期

87.1％―――増減率

２０３―――増減額

7,932.90４３６２３６２６６６，３３１今回発表予想

4,239.37２３３２３６２６６６，３３１前回発表予想

１株当たり

四半期純利益

四半期

純利益
経常利益営業利益売上高

第２四半期連結累計期間（平成22年11月～平成23年4月）

当平成２３年１０月期より連結納税制度を採用し、連結納税対象子会社における
繰延税金資産２３７百万円を計上したため、第２四半期連結累計期間の業績予想
に関し、四半期純利益に関する修正を行います。なお、平成２３年３月１１日に発
生いたしました「東北地方太平洋沖地震」での影響に関しましては、開示すべき事
項が生じた場合は速やかにお知らせいたします。


